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2026年7月：JaCVAM活動マンスリーレポート

　 　項　　　　　目 記　　　載　　　内　　　容

学会名, 発表年月及び場所 第53回日本毒性学会学術年会（2026.7.3, 大阪）

学会発表・セミナー発表

発表者名（ポスター） 大野彰子, 沖山佳生1, 飯島一智2, 足利太可雄

他機関所属の著者がいる場合
には所属機関名を記載する

1 神戸大学大学院システム情報学研究科
2 横浜国立大学大学院 工学研究院

演題名 物性情報による化学物質の呼吸器・皮膚感作性予測モデルの開発

発表者名（ポスター） Aoshima H1, Ishimori K1, Ishikawa S1, Mizoguchi I2, Yoshimoto T2, Ashikaga T

他機関所属の著者がいる場合
には所属機関名を記載する

1 Scientific Product Assessment Center, R&D Group, Japan Tobacco Inc
2 Department of Immunoregulation, Institute of Medical Science, Tokyo Medical

発表者名（ポスター）
桂川 祥1,, 佐竹里野2, 荒川大2, 宮嶋ちはる1, 井上靖道1, 山田隆志, 足利太可雄,
安部 賀央里3

演題名
Transcriptomic and Cytokine Responses of Reconstructed Human Bronchial
Epithelium to Respiratory versus Skin Sensitizers

学会名, 発表年月及び場所
23rd International Congress of the European Society of Toxicology In Vitro
(ESTIVE)（2026.6.29-7.2, Maastricht, the Netherland）

学会名, 発表年月及び場所 第53回日本毒性学会学術年会（2026.7.1, 大阪）

他機関所属の著者がいる場合
には所属機関名を記載する

1 名古屋市立大学大学院薬学研究科 細胞情報学分野
2 名古屋市立大学大学院薬学研究科 医薬品安全性評価学分野
3 名古屋市立大学 大学院データサイエンス研究科

演題名 皮膚感作性強度予測のための機械学習モデルを用いた外部検証
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